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島根対和歌山戦、先鋒戦は足捌きの軽やかな和歌山中谷が鍔競り合いからの引き小手と、中心を攻めようとする島
根恩田に跳び込み面を決めて二本勝。次鋒戦は試合開始早々、和歌山池田が小手に来るところを面にのってその後
時間となり一本勝ち。中堅戦はインターハイ個人３位の和歌山宮里に対して、島根田中は相手の一瞬の隙を見て跳
込み面、さらに攻めて小手を追加し二本勝。副将戦は後がない島根曽田が落ち着いた試合運びで和歌山松本が出よ
うとするところに面を決める。中盤松本が引き面を決め延長に入って小手を決め大将戦に継いだ。大将戦は和歌山
木村が面を打とうとしたところを島根荒木が小手を決める。背の高さを生かして木村は面に跳ぶが決まらず小手に
出たところを荒木に小手を合わされ面にのられ島根荒木が二本勝し、島根が逆転勝利した。
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